
(1) 令和6年9月15日（発行定日15日） 第424号

会員紹介

　

柏
村
印
刷
㈱
（
本
社
・
浜
田

　

柏
村
印
刷
㈱
（
本
社
・
浜
田

市
相
生
町
、
柏
村
英
男
社
長
）

市
相
生
町
、
柏
村
英
男
社
長
）

は
、
明
治

は
、
明
治
4545
年
に
創
業
。
以
来
、

年
に
創
業
。
以
来
、

113113
年
間
に
わ
た
り
印
刷
業
務
を

年
間
に
わ
た
り
印
刷
業
務
を

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和

　

昭
和
3030
年
に
は
、
高
品
質
・

年
に
は
、
高
品
質
・

高
生
産
性
を
目
的
に
オ
フ
セ
ッ

高
生
産
性
を
目
的
に
オ
フ
セ
ッ

ト
印
刷
部
門
を
立
ち
上
げ
、
活

ト
印
刷
部
門
を
立
ち
上
げ
、
活

版
印
刷
か
ら
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷

版
印
刷
か
ら
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷

へ
の
転
身
を
図
り
、
さ
ら
に
近

へ
の
転
身
を
図
り
、
さ
ら
に
近

年
で
は
、
印
刷
業
務
か
ら
事
業

年
で
は
、
印
刷
業
務
か
ら
事
業

領
域
を
拡
げ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
制
作
や
、

領
域
を
拡
げ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
制
作
や
、

地
元
・
島
根
県
の
特
産
を
多
く

地
元
・
島
根
県
の
特
産
を
多
く

の
人
に
指
定
い
た
だ
く
た
め
の

の
人
に
指
定
い
た
だ
く
た
め
の

ネ
ッ
ト
通
販
、
人
材
派
遣
業
な

ネ
ッ
ト
通
販
、
人
材
派
遣
業
な

ど
多
角
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
広

ど
多
角
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
広

げ
、
浜
田
市
に
留
ま
ら
ず
島
根
、

げ
、
浜
田
市
に
留
ま
ら
ず
島
根
、

山
陰
、
ま
た
中
国
地
方
全
域
に

山
陰
、
ま
た
中
国
地
方
全
域
に

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
広
げ

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
広
げ

広
島
・
鳥
取
（
米
子
）
に
も
支

広
島
・
鳥
取
（
米
子
）
に
も
支

店
を
置
き
、
令
和

店
を
置
き
、
令
和
55
年年
1010
月
か
月
か

ら
は
小
中
ロ
ッ
ト
、
可
変
印
刷

ら
は
小
中
ロ
ッ
ト
、
可
変
印
刷

に
特
化
し
た
デ
ジ
タ
ル
印
刷
と

に
特
化
し
た
デ
ジ
タ
ル
印
刷
と

印
刷
物
に
金
箔
、
銀
箔
、
ニ
ス

印
刷
物
に
金
箔
、
銀
箔
、
ニ
ス

を
同
時
に
乗
せ
、
艶
の
あ
る
立

を
同
時
に
乗
せ
、
艶
の
あ
る
立

体
を
表
現
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
加

体
を
表
現
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
加

飾
機
を
生
か
し
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ

飾
機
を
生
か
し
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ

印
刷
を
中
心
と
し
た
商
品
開
発

印
刷
を
中
心
と
し
た
商
品
開
発

を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
新
規
事
業
と
し
て

浜
田
市
ま
ち
な
か
交
流
プ
ラ
ザ

（
浜
田
商
工
会
館
1
階
）
で
市
民

向
け
の
デ
ザ
イ
ン
講
座
を
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
を

始
め
ら
れ
た
経
緯
は
、
同
社
が

デ
ザ
イ
ン
を
と
お
し
て
地
域
に

貢
献
し
た
い
と
い
う
想
い
の
中
、

何
か
な
い
か
と
探
し
て
い
た
と

こ
ろ
島
根
県
立
大
学
の
学
生
か

ら
デ
ザ
イ
ン
を
学
び
た
い
と
い

う
声
が
あ
り
、
同
社
の
思
い
描

い
て
い
る
産
学
官
民
の
連
携
が

取
れ
、
地
元
に
も
貢
献
で
き
る

と
い
う
こ
と
か
ら
実
現
し
ま
し

た
。
昨
年
度
は
県
大
生
を
対
象

に
デ
ザ
イ
ン
に
特
化
し
た
内
容

で
年
間
と
お
し
て
数
回
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
県

大
生
以
外
の
市
民
も
対
象
に
年

間
全
8
回
（
前
期
4
回
・
後
期

4
回
）
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
方
に
お
い
て
学
祭
や
地

域
の
祭
り
で
の
チ
ラ
シ
な
ど
を

作
成
を
す
る
機
会
が
あ
る
中
で
、

受
講
者
か
ら
は
、
「
デ
ザ
イ
ン
の

基
礎
を
学
べ
る
場
が
な
い
中
、

デ
ザ
イ
ン
の
プ
ロ
か
ら
学
べ
る

の
は
貴
重
で
大
変
あ
り
が
た
い
」

と
の
声
も
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
同
社
に
お
い
て
も
講
座
を

と
お
し
て
、
「
学
生
の
元
気
さ
や

若
者
、
素
人
な
ら
で
は
の
発
想

が
学
び
に
な
り
大
き
な
刺
激
に

も
な
っ
て
い
る
」
と
担
当
者
も

述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
こ
の
事
業
を
と
お

し
て
市
民
、
ひ
い
て
は
県
大
生

に
同
社
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

い
、
印
刷
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
を

変
え
、
時
代
に
合
わ
せ
た
業
態

を
模
索
し
、
学
生
と
一
緒
に
考

え
作
成
し
、
デ
ザ
イ
ン
を
と
お

し
て
地
域
活
性
化
、
産
学
官
民

連
携
の
一
助
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

No.424No.424

工業部会4

１Ｐ　会員紹介１Ｐ　会員紹介

２Ｐ　２Ｐ　経営状況調査結果経営状況調査結果

３Ｐ３Ｐ　　経営状況調査結果経営状況調査結果

４Ｐ４Ｐ　　島根県商工会議所連合会通常総会島根県商工会議所連合会通常総会

　　　　　　大学を支える会総会・大学を支える会総会・浜田市特産品協会総会浜田市特産品協会総会

　　　日韓親善協会総会・「海の日」記念式典　　　日韓親善協会総会・「海の日」記念式典

５Ｐ　青年部だより５Ｐ　青年部だより

６Ｐ　会議所月報・出張経営相談会６Ｐ　会議所月報・出張経営相談会

７Ｐ　景況レポート７Ｐ　景況レポート

８Ｐ　浜っ子夏まつり８Ｐ　浜っ子夏まつり

　　　石見神楽検定・講習会　　　石見神楽検定・講習会

　　　はまだ応援チケットの利用期間・換金期限　　　はまだ応援チケットの利用期間・換金期限

柏村印刷株式会社
デ
ザ
イ
ン
を
と
お
し
地
域
活
性
化
に
貢
献
を

［創 業］明治 45 年明治 45 年
［代 表 者］代表取締役社長　柏村　英男代表取締役社長　柏村　英男
［本 社］浜田市相生町 3889 番地
［［Ｔ Ｅ ＬＴ Ｅ Ｌ］0855-23-2040］0855-23-2040
［Ｆ Ａ Ｘ］0855-22-3274
［営業品目］商業印刷物全般商業印刷物全般

　　　　　   官公需印刷物全般　　　　　   官公需印刷物全般
　　　　　   書籍・出版物・WEB　　　　　   書籍・出版物・WEB
　　　　　   一般事務帳票類等　　　　　   一般事務帳票類等

企　業　概　要



(2)第424号 令和6年9月15日（発行定日15日）

＜ご購入場所＞　＜ご購入場所＞　

浜田商工会議所または販売店にてご購入いただけます。浜田商工会議所または販売店にてご購入いただけます。

浜田市共通商品券をギフトにご活用ください！浜田市共通商品券をギフトにご活用ください！

　会員事業所に対する経営状況調査【報告】
　本調査は、会員事業所に対して必要な事業支援を行政機関と連携して行う目的で経営実態調査を実施し　本調査は、会員事業所に対して必要な事業支援を行政機関と連携して行う目的で経営実態調査を実施し

ました。ました。

　なお、結果内容については 5月中旬から 6月中旬までに回答いただいたものを集計しております。ご協　なお、結果内容については 5月中旬から 6月中旬までに回答いただいたものを集計しております。ご協

力いただきありがとうございました。力いただきありがとうございました。

【実施内容】【実施内容】

□	 期間：令和 6年 5月 14 日～令和 6年 6月 20 日□	 期間：令和 6年 5月 14 日～令和 6年 6月 20 日

□	 媒体：紙（A3）二つ折り +Web アンケート□	 媒体：紙（A3）二つ折り +Web アンケート

□	 質問項目：全 17 項目 +意見要望覧□	 質問項目：全 17 項目 +意見要望覧

□	 回収目標数：200 事業所□	 回収目標数：200 事業所

□	 回収数：166 事業所□	 回収数：166 事業所

□	 回収率：14.9％（166/1,114）□	 回収率：14.9％（166/1,114）

□	 回収方法：郵送、FAX または職員訪問時、窓口対面回収、Web□	 回収方法：郵送、FAX または職員訪問時、窓口対面回収、Web

【調査結果】【調査結果】

●コロナ対応関連融資について●コロナ対応関連融資について

　コロナ対応関連の融資に関して、「利用している」が 46.5％となり、既に返済が始まっているところと今　コロナ対応関連の融資に関して、「利用している」が 46.5％となり、既に返済が始まっているところと今

後返済が始まるところの両方で資金繰りについて厳しいとの回答となった。後返済が始まるところの両方で資金繰りについて厳しいとの回答となった。

　今後返済が始まる事業所の方が厳しい割合が上回っており、中でも条件変更を希望する方が多く、今後　今後返済が始まる事業所の方が厳しい割合が上回っており、中でも条件変更を希望する方が多く、今後

借換も含めて案件が増えてくることが予想される。　借換も含めて案件が増えてくることが予想される。　

●原材料高、物価高への対応について●原材料高、物価高への対応について

　原材料高、物価高への対応で価格転嫁について「値上げした」が 58％となった。価格転嫁を実施せざる　原材料高、物価高への対応で価格転嫁について「値上げした」が 58％となった。価格転嫁を実施せざる

を得ない状況であるが、何度も価格転嫁をすることもできず、また客離れを懸念して値上げをしていないを得ない状況であるが、何度も価格転嫁をすることもできず、また客離れを懸念して値上げをしていない

事業所もあり、経費の削減や仕入先等の変更などで対応し利益確保に努めている様子である。事業所もあり、経費の削減や仕入先等の変更などで対応し利益確保に努めている様子である。

●賃上げについて●賃上げについて

　賃上げについて、令和 6年中の「実施済み」の事業所が一番多い回答となった。「予定」や「検討中」を　賃上げについて、令和 6年中の「実施済み」の事業所が一番多い回答となった。「予定」や「検討中」を

含めると 63.2％と高い割合となり、厳しい経営状況の中であるが従業員のモチベーション向上による定着含めると 63.2％と高い割合となり、厳しい経営状況の中であるが従業員のモチベーション向上による定着

や人材確保による実施と予想される。や人材確保による実施と予想される。
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●人材について●人材について

　人材不足への対策について取り組む予定 (取り組んでいる )	のものについて　人材不足への対策について取り組む予定 (取り組んでいる )	のものについて

　人材については「不足している」事業所が多い回答となり、対策としては「中途採用の強化」が最も多く、　人材については「不足している」事業所が多い回答となり、対策としては「中途採用の強化」が最も多く、

社会人経験者で即戦力として活躍を期待するほか教育育成コスト削減できるメリットも大きいと判断して社会人経験者で即戦力として活躍を期待するほか教育育成コスト削減できるメリットも大きいと判断して

の回答と予想される。の回答と予想される。

●改正電子帳簿保存法について●改正電子帳簿保存法について

　改正電子帳簿保存法について、「知っている」の回答が多く、「対応できている」「一部対応できている」「対　改正電子帳簿保存法について、「知っている」の回答が多く、「対応できている」「一部対応できている」「対

応を予定している」を併せて 72.6％となった。しかしながら、改正については「知らない」14.3％、対応応を予定している」を併せて 72.6％となった。しかしながら、改正については「知らない」14.3％、対応

については「わからない」の回答が 15.6％あり、税務署や会議所等で広報やセミナーを開催し周知を行っについては「わからない」の回答が 15.6％あり、税務署や会議所等で広報やセミナーを開催し周知を行っ

ているが、まだ不十分であると感じ引き続き個社支援が必要と思われる。ているが、まだ不十分であると感じ引き続き個社支援が必要と思われる。

●経営上の課題について●経営上の課題について

　貴社が抱える経営課題について　貴社が抱える経営課題について

　経営上の課題について、「売上確保」が最も多い回答となった。続いて「利益率向上」「人材確保」となっ　経営上の課題について、「売上確保」が最も多い回答となった。続いて「利益率向上」「人材確保」となっ

ている。ている。

物価やエネルギーコストが高騰する中、消費マインドの低下により売上確保が困難であることに加え、原価・物価やエネルギーコストが高騰する中、消費マインドの低下により売上確保が困難であることに加え、原価・

経費が高止まりし利益率減少の状況となっている。人材確保については全業種で人手不足が深刻な問題と経費が高止まりし利益率減少の状況となっている。人材確保については全業種で人手不足が深刻な問題と

なっているが、このアンケートでは特に建設業での回答が多く、屋外や高所での作業で危険な印象や「長なっているが、このアンケートでは特に建設業での回答が多く、屋外や高所での作業で危険な印象や「長

時間労働」といった印象で若者に敬遠されている一因とも考えられており、若者の新規雇用を促進できず、時間労働」といった印象で若者に敬遠されている一因とも考えられており、若者の新規雇用を促進できず、

高齢化を進行させているという悪循環に陥り技術の継承にも問題が生じてくると思われる。高齢化を進行させているという悪循環に陥り技術の継承にも問題が生じてくると思われる。

　会員事業所に対する経営状況調査【報告】
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念
式
典
開
催

「
海
の
日
」
海
洋
環
境
連
絡
会
21

石
見
振
興
に
つ
い
て

県
連
新
規
事
業
で
承
認

島
根
県
商
工
会
議
所
連
合
会

　

令
和

　

令
和
66
年年
77
月月
2626
日
、
第

日
、
第
3737

回
石
央
地
区
日
韓
親
善
協
会
総

回
石
央
地
区
日
韓
親
善
協
会
総

会
（
会
長　

櫨
山
陽
介
）
を
開

会
（
会
長　

櫨
山
陽
介
）
を
開

催
し
、
総
会
終
了
後
懇
親
会
を

催
し
、
総
会
終
了
後
懇
親
会
を

開
き
、
駐
広
島
大
韓
民
国
総
領

開
き
、
駐
広
島
大
韓
民
国
総
領

事
館
よ
り
総
領
事
林
始
興
氏
、

事
館
よ
り
総
領
事
林
始
興
氏
、

専
任
研
究
員
崔
恩
碩
氏
に
来
賓

専
任
研
究
員
崔
恩
碩
氏
に
来
賓

い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

開
会
前
に
林
総
領
事
よ
り
ご

　

開
会
前
に
林
総
領
事
よ
り
ご

（
案
）
に
お
い
て
「
石
見
部
の

（
案
）
に
お
い
て
「
石
見
部
の

産
業
・
地
域
振
興
に
向
け
た

産
業
・
地
域
振
興
に
向
け
た

取
り
組
み
の
推
進
」
が
最
重

取
り
組
み
の
推
進
」
が
最
重

点
事
業
と
し
て
承
認
を
受
け

点
事
業
と
し
て
承
認
を
受
け

た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

 

第
42
回
総
会
開
催

浜
田
市
特
産
品
協
会

　　

令
和
令
和
66
年年
77
月月
1919
日
、
第

日
、
第		

4242
回
浜
田
市
特
産
品
協
会
総

回
浜
田
市
特
産
品
協
会
総

会
（
会
長　

江
木
修
二
）

会
（
会
長　

江
木
修
二
）		

がが

浜
田
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ

浜
田
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ

テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

し
た
。

　

総
会
は
総
会
員

　

総
会
は
総
会
員
3333
名
に
対

名
に
対

し
て
し
て
2626
名
（
本
人
出
席

名
（
本
人
出
席
1414
名
、
名
、

委
任
状
出
席

委
任
状
出
席
1212
名
）
の
出
席
会

名
）
の
出
席
会

員
に
よ
り
、
上
程
さ
れ
た
令
和

員
に
よ
り
、
上
程
さ
れ
た
令
和

55
年
度
事
業
報
告
及
び
令
和

年
度
事
業
報
告
及
び
令
和

55
年
度
収
支
決
算
（
監
査
報

年
度
収
支
決
算
（
監
査
報

告
）
、
役
員
改
選
、
令
和

告
）
、
役
員
改
選
、
令
和
66
年年

度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
令

度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
令

和和
66
年
度
収
支
予
算
（
案
）
は

年
度
収
支
予
算
（
案
）
は

い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
役
員
改
選
で
は
、

　

こ
の
度
の
役
員
改
選
で
は
、

全
て
の
理
事
・
監
事
の
方
に
留

全
て
の
理
事
・
監
事
の
方
に
留

任
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

任
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
度
は
移
動
販
売
車
導
入

今
年
度
は
移
動
販
売
車
導
入

に
向
け
た
調
査
及
び
研
究
と

に
向
け
た
調
査
及
び
研
究
と

 

第
37
回
総
会
開
催

石
央
地
区
日
韓
親
善
協
会

挨
拶
い
た
だ
き
、
島
根
県
立
大

挨
拶
い
た
だ
き
、
島
根
県
立
大

学
の
交
換
留
学
生
、
教
授
と
の

学
の
交
換
留
学
生
、
教
授
と
の

交
流
話
や
お
忍
び
で
来
浜
さ
れ

交
流
話
や
お
忍
び
で
来
浜
さ
れ

海
産
物
を
堪
能
さ
れ
た
こ
と
を

海
産
物
を
堪
能
さ
れ
た
こ
と
を

お
話
さ
れ
、
懇
親
会
で
は
林
総

お
話
さ
れ
、
懇
親
会
で
は
林
総

領
事
と
会
員
一
人
一
人
と
交
流

領
事
と
会
員
一
人
一
人
と
交
流

い
た
だ
き
有
意
義
な
時
間
と
な

い
た
だ
き
有
意
義
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。

　

林
総
領
事
よ
り
浜
田
市
が
当

　

林
総
領
事
よ
り
浜
田
市
が
当

会
を
含
め
韓
国
と
と
て
も
良
い

会
を
含
め
韓
国
と
と
て
も
良
い

友
好
関
係
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

友
好
関
係
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

ら
れ
併
せ
て
来
年
が
日
韓
国
交

ら
れ
併
せ
て
来
年
が
日
韓
国
交

正
常
化

正
常
化
6060
周
年
と
い
う
こ
と
で
、

周
年
と
い
う
こ
と
で
、

当
会
に
向
け
て
引
き
続
き
両
国

当
会
に
向
け
て
引
き
続
き
両
国

間
の
友
好
関
係
の
協
力
依
頼
を

間
の
友
好
関
係
の
協
力
依
頼
を

さ
れ
ま
し
た
。
当
会
と
し
て
も

さ
れ
ま
し
た
。
当
会
と
し
て
も

両
国
間
の
連
携
の
架
け
橋
と
な

両
国
間
の
連
携
の
架
け
橋
と
な

る
よ
う
よ
り
一
層
積
極
的
に
活

る
よ
う
よ
り
一
層
積
極
的
に
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

令
和
令
和
66
年年
77
月月
1717
日
、
「
海
の

日
、
「
海
の

日
」
記
念
式
典
（
「
海
の
日
海
洋

日
」
記
念
式
典
（
「
海
の
日
海
洋

環
境
連
絡
会

環
境
連
絡
会
2121　

会
長　

櫨
山

　

会
長　

櫨
山

陽
介
）
が

陽
介
）
が
島
根
浜
田
ワ
シ
ン
ト

島
根
浜
田
ワ
シ
ン
ト

ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
に
お
い
て

ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
浜浜

田
市
久
保
田
市
長
様
は
じ
め
総

田
市
久
保
田
市
長
様
は
じ
め
総

勢勢
4646
名
が
出
席
し

名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま

開
催
さ
れ
ま

し
た
し
た
。。

　

冒
頭
で
中
国
運
輸
局
島
根
運

　

冒
頭
で
中
国
運
輸
局
島
根
運

輸
支
局
小
早
川
支
局
長
よ
り
国

輸
支
局
小
早
川
支
局
長
よ
り
国

土
交
通
大
臣
式
辞
を
代
読
し
て

土
交
通
大
臣
式
辞
を
代
読
し
て

い
た
だ
き
、
海
事
関
係
功
労
者

い
た
だ
き
、
海
事
関
係
功
労
者

に
対
し
て
感
謝
を
述
べ
ら
れ
て

に
対
し
て
感
謝
を
述
べ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
お
い
て
は
、
初
め

　

表
彰
式
に
お
い
て
は
、
初
め

に
中
国
運
輸
局
長
表
彰

に
中
国
運
輸
局
長
表
彰
66
名
、
名
、

中
国
運
輸
局
島
根
運
輸
支
局
長

中
国
運
輸
局
島
根
運
輸
支
局
長

表
彰
表
彰
77
名
、
公
益
財
団
法
人
海

名
、
公
益
財
団
法
人
海

上
保
安
協
会
舞
鶴
地
方
本
部
長

上
保
安
協
会
舞
鶴
地
方
本
部
長

表
彰
表
彰
11
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
地
元
浜
田
で

　

式
典
終
了
後
、
地
元
浜
田
で

活
動
さ
れ
て
い
る
ラ
ニ
コ
ク
フ

活
動
さ
れ
て
い
る
ラ
ニ
コ
ク
フ

カ
イ
の
代
表　

宮
下
文
子
様
と

カ
イ
の
代
表　

宮
下
文
子
様
と

村
武
ま
ゆ
み
様
を
講
師
に
「
国

村
武
ま
ゆ
み
様
を
講
師
に
「
国

府
海
岸
の
美
し
さ
を
伝
え
た
い

府
海
岸
の
美
し
さ
を
伝
え
た
い

～
女
性
た
ち
の
挑
戦
～
」
と
題

～
女
性
た
ち
の
挑
戦
～
」
と
題

し
て
記
念
講
演
会
を
行
い
ま
し

し
て
記
念
講
演
会
を
行
い
ま
し

た
。
た
。

　

そ
の
後
、
記
念
祝
賀
会
を
行

　

そ
の
後
、
記
念
祝
賀
会
を
行

い
、
「
海
の
日
」
の
理
解
を
深
め

い
、
「
海
の
日
」
の
理
解
を
深
め

る
と
共
に
表
彰
者
へ
の
労
い
や

る
と
共
に
表
彰
者
へ
の
労
い
や

参
加
者
同
士
の
懇
親
を
深
め
ま

参
加
者
同
士
の
懇
親
を
深
め
ま

し
た
。

し
た
。

し
て
、
①
移
動
販
売
車
の
初

し
て
、
①
移
動
販
売
車
の
初

期
投
資
額
の
算
出
②
移
動
販

期
投
資
額
の
算
出
②
移
動
販

売
車
の
管
理
方
法
③
投
資
回

売
車
の
管
理
方
法
③
投
資
回

収
計
画
の
こ
れ
ら

収
計
画
の
こ
れ
ら
33
つ
を
中

つ
を
中

心
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

心
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

で
協
議
し
て
い
く
こ
と
と
な

で
協
議
し
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。

　

総
会
後
に
は
懇
親
会
も
開

　

総
会
後
に
は
懇
親
会
も
開

催
さ
れ
会
員
同
士
親
睦
を
深

催
さ
れ
会
員
同
士
親
睦
を
深

め
ら
れ
ま
し
た
。

め
ら
れ
ま
し
た
。

　　

令
和
令
和
66
年年
77
月月
22
日
、
第

日
、
第
3232

回
大
学
を
支
え
る
会
総
会
（
会

回
大
学
を
支
え
る
会
総
会
（
会

長　

櫨
山
陽
介
）

長　

櫨
山
陽
介
）
を
開
催
い
た

を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。
公
立
大
学
法
人

公
立
大
学
法
人

島
根
県
立
大
学
理
事
長
兼
学

島
根
県
立
大
学
理
事
長
兼
学

長
山
下
様
、
事
務
局
長
山
口

長
山
下
様
、
事
務
局
長
山
口

様
に
来
賓
い
た
だ
き
ま
し
た
。

様
に
来
賓
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
て
の
議
案
承
認
を
い
た

　

全
て
の
議
案
承
認
を
い
た

だ
い
た
後
、
山
下
理
事
長
に

だ
い
た
後
、
山
下
理
事
長
に

「
島
根
創
生
と
県
立
大
学
の
取

「
島
根
創
生
と
県
立
大
学
の
取

組
」
と
題
し
近
況
報
告
を
行
っ

組
」
と
題
し
近
況
報
告
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

島
根
創
生
を
担
う
人
材
の

　

島
根
創
生
を
担
う
人
材
の

育
成
を
最
重
点
項
目
に
置
き
、

育
成
を
最
重
点
項
目
に
置
き
、

島
根
ら
し
さ
・
石
見
地
域
の
特

島
根
ら
し
さ
・
石
見
地
域
の
特

色
を
活
か
し
た
講
義
や
活
動

色
を
活
か
し
た
講
義
や
活
動

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
よ

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
よ

り
密
接
な
地
域
づ
く
り
へ
の

り
密
接
な
地
域
づ
く
り
へ
の

貢
献
・
連
携
を
し
て
い
き
た

貢
献
・
連
携
を
し
て
い
き
た

い
と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

い
と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
会
と
い
た
し
ま
し
て
も

　

当
会
と
い
た
し
ま
し
て
も

よ
り
一
層
島
根
県
立
大
学
と

よ
り
一
層
島
根
県
立
大
学
と

協
働
し
活
動
し
て
ま
い
り
ま

協
働
し
活
動
し
て
ま
い
り
ま

す
。
す
。

 

第
32
回
総
会
開
催

大
学
を
支
え
る
会



(5) 令和6年9月15日（発行定日15日） 第424号

［  浜田商工会議所 青年部だより － 9 月号 － ］
〒 697-0026 浜田市田町 1668〒 697-0026 浜田市田町 1668

　令和 6 年 7 月 24 日（水）浜田商工会議所青年部 7 月

親睦例会を当会青年部会員である㈱西元屋社屋にて開

催いたしました。

　今回の例会はＢＢ大鍋フェスティバル 2024 開催に向

け部内の親睦を深め、より良い祭りにしていくための

交流事業として青年部会員 16 名と共にＢＢＱ、花火を

楽しみました。

　ＢＢ大鍋フェスティバルは主にＢＢ委員会が主導に

なりますが、例会を通して他の委員会にも現時点での

７月親睦例会について ＢＢ委員会　委員長　福永　絵里子

7 月例会参加会員7月例会参加会員

情報を共有できる貴重な機会になったかと思います。

新入会員さん、入会が浅い会員含め自己紹介をしてい

ただく時間も笑顔が溢れ、みんなの団結力も高まり楽

しい会になりました。

　今後も会員同士交流を深め、ＢＢ大鍋フェスティバ

ルを全体事業とし、浜田ＹＥＧ会員全員で地域の方が

楽しめる最高の祭りを作り上げていきたいと思います。

花火で交流を深める会員花火で交流を深める会員



(6)第424号 令和6年9月15日（発行定日15日）

　「相談したいことがあっても、商工会議所までは遠くて行く時間がない・・・」　「相談したいことがあっても、商工会議所までは遠くて行く時間がない・・・」

そんな遠方の事業者様・創業希望者様の利便性向上を図るために、各会場で経営相談会を実施しております。そんな遠方の事業者様・創業希望者様の利便性向上を図るために、各会場で経営相談会を実施しております。

当日は、経営指導員が「金融や税務相談」、「補助金のご紹介」等をさせていただきます。当日は、経営指導員が「金融や税務相談」、「補助金のご紹介」等をさせていただきます。

当所までお越しいただく手間を省けますので、どうぞご利用ください。当所までお越しいただく手間を省けますので、どうぞご利用ください。

日 程日 程 場 所場 所 時 間時 間

１０月１０日（木）１０月１０日（木） 浜田まちづくりセンター浜田まちづくりセンター 13：30 ～ 15：3013：30 ～ 15：30

１１月１４日（木）１１月１４日（木） 長浜まちづくりセンター長浜まちづくりセンター 13：30 ～ 15：3013：30 ～ 15：30

１月２３日（木）１月２３日（木）【予定】【予定】 周布まちづくりセンター周布まちづくりセンター 13：30 ～ 15：3013：30 ～ 15：30

２月１３日（木）２月１３日（木）【予定】【予定】 浜田建設会館浜田建設会館 13：30 ～ 15：3013：30 ～ 15：30

３月１９日（水）３月１９日（水）【予定】【予定】 浜田まちづくりセンター浜田まちづくりセンター 13：30 ～ 15：3013：30 ～ 15：30

会議所出張経営相談会のお知らせInformation

出張経営

相談会

スケジュール

【問い合わせ先】浜田商工会議所　中小企業相談所　　TEL：0855-22-3025　　FAX：0855-22-5400

１.会議所会員加入承諾について　				

　　[5月末会員数]	　1,117　[6月末会員数]　1,116

　		[2024年4月1日現在商工業者数]　2,182

　　[組織率]			51.15％

				　加入事業所数	：	0　　退会事業所数	：	1

  協議事項

会議所月報

  報告事項

１.①3号議員の職務執行者の変更について　				

　　㈱島根銀行　浜田支店長

　　三代　尚晃　氏（前任者：竹野下　聡　氏）

　.②監事の職務執行者の変更について　				

　　日本海信用金庫　本店営業部長

　　大岡　由尚　氏（前任者：藤田　孝行　氏）

２.市長・県知事要望について

３.石見4市商工会議所会頭会議について

４.「会員事業所に対する経営状況調査」結果について

５.物価高騰関連対応状況について

６.出張経営相談会について

７.島根原子力発電所視察について

８.大阪万博2025チケット購入のお願いについて

９.第4弾「プレミアム付はまだ応援チケット」

　 販売状況について

中谷　芽生中谷　芽生

総務課総務課
　総務係　総務係
　　主事補　　主事補

  新規採用職員紹介新規採用職員紹介 　（7 月付　新規採用  ）

≪抱負≫≪抱負≫

　浜田市出身で高校卒業後は、6年間広島で過ごしました。　浜田市出身で高校卒業後は、6年間広島で過ごしました。

　大好きな地元である浜田へ恩返しができるよう、一日一日を　大好きな地元である浜田へ恩返しができるよう、一日一日を

大切に精進してまいります。大切に精進してまいります。

　これからよろしくお願いいたします。　これからよろしくお願いいたします。

  

お店お店ののチラシチラシ
折り込みませんか？折り込みませんか？

　浜田商工会議所では毎月 15 日（8 月、12 月を除く）に『商　浜田商工会議所では毎月 15 日（8 月、12 月を除く）に『商
工会議所だより』を発行し、全会員事業所、官公庁を含めた、工会議所だより』を発行し、全会員事業所、官公庁を含めた、
約 1,200 ヶ所に配布しています。約 1,200 ヶ所に配布しています。
　キャンペーンや催事に合わせて、お店のチラシを折り込　キャンペーンや催事に合わせて、お店のチラシを折り込
み（有料）、み（有料）、『商工会議所だより』を有効活用してみませんか？『商工会議所だより』を有効活用してみませんか？
　　

   チラシ折込のご相談は、浜田商工会議所   チラシ折込のご相談は、浜田商工会議所
　　TEL：0855-22-3025 まで　　TEL：0855-22-3025 まで
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浜 田 市 景 況 レ ポ ー ト 　 提 供 ： 日 本 海 信 用 金 庫浜 田 市 景 況 レ ポ ー ト 　 提 供 ： 日 本 海 信 用 金 庫

概　　　況概　　　況
１．雇用状況１．雇用状況
　浜田管内における月間有効求人倍率（パートを含む）は、　浜田管内における月間有効求人倍率（パートを含む）は、
令和６年４月が1.26倍、５月が1.23倍、６月が1.33倍で推令和６年４月が1.26倍、５月が1.23倍、６月が1.33倍で推
移し、３ヶ月間（４月～６月）の対前年同期比較でみると、移し、３ヶ月間（４月～６月）の対前年同期比較でみると、
前年の1.44倍に対し、今年は1.27倍と低下している。前年の1.44倍に対し、今年は1.27倍と低下している。

２．２．漁業水揚高状況漁業水揚高状況
　令和６年４月～６月の漁業水揚高は、数量が3,376ｔ、　令和６年４月～６月の漁業水揚高は、数量が3,376ｔ、
金額は763百万円となっており、前年同期と比較し、数量金額は763百万円となっており、前年同期と比較し、数量
は0.1％の減少、金額は11.5％の減少となっている。は0.1％の減少、金額は11.5％の減少となっている。
　また、漁業種別水揚金額の増減では、沖合底曳が39.4％　また、漁業種別水揚金額の増減では、沖合底曳が39.4％
の増加、巾着は31.6％の減少、イカ釣は38.1％の減少等との増加、巾着は31.6％の減少、イカ釣は38.1％の減少等と
なっている。なっている。

３．３．島根県信用保証協会保証承諾状況島根県信用保証協会保証承諾状況
　島根県信用保証協会浜田支店における令和６年４月～６　島根県信用保証協会浜田支店における令和６年４月～６
月の保証承諾は、143件の1,709百万円となっており、前年月の保証承諾は、143件の1,709百万円となっており、前年
同期と比較し件数は19件の増加、金額は507百万円の増加同期と比較し件数は19件の増加、金額は507百万円の増加
となっている。となっている。

４．４．瓦の生産・出荷状況瓦の生産・出荷状況
　　石州瓦工業組合の調査によると、令和６年４月～６月の石州瓦工業組合の調査によると、令和６年４月～６月の
瓦の生産枚数は、2,981千枚で前年同期比51.6％の増加、出瓦の生産枚数は、2,981千枚で前年同期比51.6％の増加、出
荷枚数は2,786千枚で同0.9%の減少となっている。荷枚数は2,786千枚で同0.9%の減少となっている。

５．５．公共工事請負契約状況公共工事請負契約状況
　　浜田地区における令和６年４月～６月の公共工事請負金浜田地区における令和６年４月～６月の公共工事請負金
額は、9,927百万円となっており、前年同期と比較し50.8％額は、9,927百万円となっており、前年同期と比較し50.8％
の増加、益田地区は8,899百万円で同18.4％の増加となっての増加、益田地区は8,899百万円で同18.4％の増加となって
いる。いる。
※今回より、川本地区は県央地区に、津和野地区は益田地※今回より、川本地区は県央地区に、津和野地区は益田地
　区に含まれる　区に含まれる

令和６年６月の月間有効求人倍率、（　）内は令和５年６月令和６年６月の月間有効求人倍率、（　）内は令和５年６月

（参考　資料出所　島根労働局職業安定部）（参考　資料出所　島根労働局職業安定部）

全　県全　県 松江管内松江管内 出雲管内出雲管内 大田管内大田管内 益田管内益田管内 浜田管内浜田管内

1.341.34 1.331.33 1.271.27 1.221.22 1.601.60 1.331.33

（1.45）（1.45） （1.40）（1.40） （1.42）（1.42） （1.18）（1.18） （2.02）（2.02） （1.47）（1.47）

⑴　水揚高（ｔ）⑴　水揚高（ｔ）

⑵　水揚金額（百万円）⑵　水揚金額（百万円）

単位：百万円単位：百万円

（参考　資料出所　浜田市産業経済部水産振興課）（参考　資料出所　浜田市産業経済部水産振興課）

（参考　資料出所　西日本建設業保証㈱島根支店）（参考　資料出所　西日本建設業保証㈱島根支店）

令和４年令和４年
４月～４月～
６月６月

令和５年令和５年
４月４月～～
６月６月

対前年対前年
同期増減比同期増減比
（％）（％）

令和６年令和６年
４月４月～～
６月６月

対前年対前年
同期増減比同期増減比
（％）（％）

沖合底曳網沖合底曳網 499499 341341 ▲31.7▲31.7 419419 22.922.9

機船巾着網機船巾着網 1,8761,876 2,8382,838 51.351.3 2,6812,681 ▲5.5▲5.5

い か 釣い か 釣 6060 2323 ▲61.7▲61.7 1212 ▲47.8▲47.8

定 置 網定 置 網 122122 6767 ▲45.1▲45.1 9393 38.838.8

一 本 釣一 本 釣 7272 4747 ▲34.7▲34.7 6161 29.829.8

そ の 他そ の 他 3737 3939 5.45.4 3333 ▲15.4▲15.4

陸 送陸 送 3333 2222 ▲33.3▲33.3 7777 250.0250.0

合 計合 計 2,6982,698 3,3783,378 25.225.2 3,3763,376 ▲0.1▲0.1

令和４年令和４年
４月～４月～
６月６月

令和５年令和５年
４月４月～～
６月６月

対前年対前年
同期増減比同期増減比
（％）（％）

令和６年令和６年
４月４月～～
６月６月

対前年対前年
同期増減比同期増減比
（％）（％）

沖合底曳網沖合底曳網 241241 226226 ▲6.2▲6.2 315315 39.439.4

機船巾着網機船巾着網 243243 478478 96.796.7 327327 ▲31.6▲31.6

い か 釣い か 釣 3434 2121 ▲38.2▲38.2 1313 ▲38.1▲38.1

定 置 網定 置 網 4242 3636 ▲14.3▲14.3 3131 ▲13.9▲13.9

一 本 釣一 本 釣 3030 3030 0.00.0 3333 10.010.0

そ の 他そ の 他 1616 2020 25.025.0 1616 ▲20.0▲20.0

陸 送陸 送 4848 5151 6.36.3 2828 ▲45.1▲45.1

合 計合 計 654654 862862 31.831.8 763763 ▲11.5▲11.5

単位：件、百万円単位：件、百万円

（参考　資料出所　島根県信用保証協会）（参考　資料出所　島根県信用保証協会）

令和５年４月～令和５年４月～５年５年６月６月 令和６年４月～令和６年４月～６年６年６月６月 増　　　減増　　　減
件数件数 金額金額 件数件数 金額金額 件数件数 金額金額

支店別支店別
浜田支店浜田支店 124124 1,2021,202 143143 1,7091,709 1919 507507
益田支店益田支店 8383 675675 107107 1,6271,627 2424 952952
地区別地区別
浜 田 市浜 田 市 8686 867867 9090 1,2021,202 44 335335
江 津 市江 津 市 2929 251251 3939 392392 1010 141141
益 田 市益 田 市 6565 476476 　91　91 1,5251,525 2626 1,0491,049
島根県計島根県計 663663 5,7225,722 890890 11,78411,784 227227 6,0626,062

令和５年令和５年
４月～６月４月～６月

令和６年令和６年
４月～６月４月～６月

対前年対前年
同期増減比（％）同期増減比（％）

浜 田 地 区浜 田 地 区 6,5826,582 9,9279,927 50.850.8
益 田 地 区益 田 地 区 7,5197,519 8,8998,899 18.418.4
県 央 地 区県 央 地 区 1,1061,106 5,4085,408 389.0389.0
島根県合計島根県合計 41,32241,322 57,57257,572 39.339.3
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着
た
り

等
普
段
触
れ
る
こ
と
な
い
貴
重

等
普
段
触
れ
る
こ
と
な
い
貴
重

な
体
験
を
す
る
な
ど
石
見
神
楽

な
体
験
を
す
る
な
ど
石
見
神
楽

の
魅
力
を
存
分
に
味
わ
い
理
解

の
魅
力
を
存
分
に
味
わ
い
理
解

を
深
め
る
講
習
会
と
な
り
ま
し

を
深
め
る
講
習
会
と
な
り
ま
し

た
。
た
。

　

検
定
試
験
で
は
石
見
神
楽
の

　

検
定
試
験
で
は
石
見
神
楽
の

歴
史
や
演
目
等
が
出
題
さ
れ
る

歴
史
や
演
目
等
が
出
題
さ
れ
る

初
級
コ
ー
ス
に

初
級
コ
ー
ス
に
77
名
、
神
楽
歌

名
、
神
楽
歌

や
口
上
、
記
述
問
題
等
出
題
さ

や
口
上
、
記
述
問
題
等
出
題
さ

れ
る
上
級
コ
ー
ス
に

れ
る
上
級
コ
ー
ス
に
77
名
が
受

名
が
受

験
さ
れ
ま
し
た
。

験
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
石
見
神
楽
を
創
り
出
し
た

　

「
石
見
神
楽
を
創
り
出
し
た

ま
ち
浜
田
」
と
し
て
当
所
で
は

ま
ち
浜
田
」
と
し
て
当
所
で
は

今
後
も
講
習
会
や
検
定
を
通
じ

今
後
も
講
習
会
や
検
定
を
通
じ

て
石
見
神
楽
の
魅
力
発
信
に
努

て
石
見
神
楽
の
魅
力
発
信
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

め
て
参
り
ま
す
。

参加者を前に石見神楽について説明する日髙氏参加者を前に石見神楽について説明する日髙氏

講演を聞き入る参加者講演を聞き入る参加者

 

第
４
弾
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

は
ま
だ
応
援
チ
ケ
ッ
ト

【
利
用
期
間
・
換
金
期
限
】

【【
応
援
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
皆
さ
ま

応
援
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
皆
さ
ま
】】

●●
利
用
期
間
は

利
用
期
間
は
99
月月
3030
日
（
月
）

日
（
月
）

　

ま
で
で
す
！

　

ま
で
で
す
！

●●
チ
ケ
ッ
ト
の
払
い
戻
し
は
で

チ
ケ
ッ
ト
の
払
い
戻
し
は
で

　

き
ま
せ
ん

　

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く

の
で
、
ご
了
承
く

　

だ
さ
い
。

　

だ
さ
い
。

【
取
扱
事
業
者
の
皆
さ
ま
】

【
取
扱
事
業
者
の
皆
さ
ま
】

●●
換
金
期
限
は

換
金
期
限
は
1010
月月
1515
日
（
火
）

日
（
火
）

　

ま
で
で
す
！

　

ま
で
で
す
！

●●
換
金
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
い

換
金
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
い

　

か
な
る
理
由
が
あ
る
場
合
も

　

か
な
る
理
由
が
あ
る
場
合
も

　

換
金
い
た
し
か
ね
ま
す

　

換
金
い
た
し
か
ね
ま
す
のの

　

で
、
未
換
金
チ
ケ
ッ
ト
を
お

　

で
、
未
換
金
チ
ケ
ッ
ト
を
お

　

持
ち
で
な
い
か
今
一
度
ご
確

　

持
ち
で
な
い
か
今
一
度
ご
確

　

認
く
だ
さ
い
。

　

認
く
だ
さ
い
。

夜空に打ち上がった花火を見上げる来場者夜空に打ち上がった花火を見上げる来場者


